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　森林大気エアロゾルの有機態窒素およびダイマー等の生成機構に関する知見を得ることを目的に、通年採取

された森林大気エアロゾル中に含まれる分子マーカーをネガティブモードの電子スプレーイオン化液体クロマ

トグラフ質量分析（ESI-LC/MS）法により分析した。分析には、北海道大学苫小牧研究林で2013年1月～12月

に採取された33のエアロゾルサンプルを用いた。分析された分子マーカーは、cis-ピン酸、3-メチル-1,2,3-ブ

タントリカルボン酸（3-MBTCA）、ESIによりm/z 357に検出されるα-ピネン由来ダイマー（α-ピネンダイ

マー）、m/z 215に検出されるイソプレン由来有機硫酸エステル（イソプレンOS）、m/z 260に検出されるイ

ソプレン由来ニトロオキシ有機硫酸エステル（イソプレンNOS）であった。フィルターに採取されたエアロゾ

ルサンプルをメタノール中に抽出し、窒素流通下で濃縮後、分析溶媒に溶解して分析試料とし、分析試料を

LC/MS分析した（Sato et al., 2007）。α-ピネン由来の酸化生成物であるcis-ピン酸濃度の季節変動には春と

秋にピークがあったが、ピノン酸由来の酸化生成物である3-MBTCA濃度の季節変動には夏にピークが

あった。以前に同じサンプルのGC/MS分析（Müller et al., 2017）で得られたcis-ピン酸および3-MBTCAの季

節変動の結果は今回のLC/MS分析で得られた結果とほぼ同様であった。α-ピネンダイマーの季節変動はcis-ピ

ン酸の季節変動に良く似ており、検出されたダイマーの主要生成プロセスはα-ピネンの大気酸化であることが

示唆された。イソプレンエポキシジオール（IEPOX）由来のイソプレンOSおよびイソプレンNOS濃度の季節

変動には、それぞれ秋および夏にピークが見られた。イソプレンNOSの季節変動は、以前にGC/MSによって

測定されたイソプレン由来二次有機エアロゾルの分子マーカーである2-メチルテトロールの季節変動とよく似

ており、大気汚染物質存在下でのイソプレンからの二次有機エアロゾル生成がイソプレンNOSの主要な生成メ

カニズムであることが示された。 
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